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職業指導 (Vocational Guidance)は、アメリカのパーソンズ (Parsons.F)が1908年にボス ト
ンに職業局 を設立 してか ら約 100年を経過 し、入澤宗寿が1915年にアメ リカのVOcatiOnal
Guidanceを職業指導と訳 して、わが国に紹介 してから94年の歴史になる。歴史的には、「職業指導
から進路指導へ」、さらに「進路指導からキャリア教育へ」と変遷・推移 している。キャリアには、
職業生活段階としてのワーク・キャリア (Work CareOr)を指す場合 と、一生涯に互る生活 として













学校教育は、教育基本法第 1条に 「教育は、人格の完成を目指 し、平和的で民主的な国家及び


































ためには、真理を求める心や 自然を愛 し美 しいものや崇高なものに感動する心を育てること、生
命を尊重する心や他人を思いやる心を育てること、感謝のフとヽや公共のために尽くす心を育てるこ
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果を高めるためには、このような進路指導の基本的な性格をおさえながら進められる必要がある。






最近、職業 (vocation)とい う言葉にかわって、キャリア (career)とい う言葉が頻繁に使用
されるようになってきているのキヤリアとい う言葉は、日本語では、経歴、生涯、職業、仕事な
どと訳 されて使われている。進路指導の領域では、進路 とい う言葉があてられている。クロール
(Kroll,A.Mo et al,1970)によれば、「個人の労働に関する行動の生涯にわたる系列やパター







キャリア発達 とい う言葉は、職業生活に限定 したものではなく、人間の生涯を視点においた生き
方や社会的役害Jとの関連でとらえられていることがわかる。職業以外にも人生の中で果たす役害J
は多くある。学生や主婦、引退後のボランティア活動によって社会的貢献に人生を託 し、人生に
意味を見いだそ うとする人々は確かに存在 している。 このように人生の中で果たす役害Jを強調 し
た概念 として使われている。
職業以外において果たす役害Jとして、スーパーは、子 ども、学生 (勉強)、 余暇人 (趣味や レジ
ャー活動)、 市民 (社会奉仕活動等)、 労働者 (労働 )、 家庭人 (家事や養育等)、 退職者、その他






面としての 「参加」である。 これは、ある役害1に対 してどの程度の時間やエネルギーを投入した
かとい う次元である。 3つ目は、認知的倶1面としての 「知識」である。 これは、その役害1につい
ての正確な情報をどの程度 もつているかとい うことである。 これ らの3要素によってある役害1の
重要性が決定され、相互作用 しながら個人の生き方が決定されるのであるc近年、学校における
進路指導も、生涯進路発達を視点に置いた、人間としての在 り方生き方の指導が強調されている













































ギンズバーグ (Ginzberg,E。)は、職業選択行動は、 1つの発達過程 としてとらえられるとし














特殊化である。青年期の後半になると、将来の進路の選択を探索 し始める (探索)。 いくつかの可
能性のなかから選び出そ うとする段階である。そ して、総合的に職業選択の要因を検討 し、いく
つかの職業を絞 り込む (結品化)。 さらに、選択 した職業分野のなかから具体的な職業を特定化 し
決定する (特殊化)とい う過程をたどるのである。
(2)スーパーのキャリア発達理論
スーパー (Super,Do E。)は、それまでの心理学的研究、社会学的研究を総合的に検討 して職業
的発達理論を提唱 した。彼は、1950年代にキャリア発達理論を提唱 し、1957年に職業的発達に関
する12命題を発表、その実証のために20年間継続の長年にわたる進路経歴の類型的研究 (Career
Pat tern Study)を行い、1957年に 「職業生活の心理学」(The PsyChology Of Ca一reers)を著 し
ている。 また、1983年以来、Work lmportancc Studyとい う国際調査プロジェク トを組織 し主宰 し
た。1995年に調査報告書 「人生役害J、 価値 とキャリア」を刊行するなど、数多くの研究成果を発
表 している。スーパーが職業指導 とは何かとい うことを考え提唱 した新 しい概念は、①職業的適
応 (Vocational Adjustment)、② 自己概念 (Sel卜Conccpt)、③人格相談 (Personal counseling)、
④職業経歴類型 (Career Pattern)、⑤職業的発達 (VocationalDevelopment)、⑥職業的成熟
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している。彼はまず前職業期 (13歳)と職業的発達期 (14～25歳)とに大別 し、前者を社会的啓
発期、自己開発期、後者を探索期、試行期、定着期に分け、それに基づくキャリア発達課題を設
定 している。この理論の特徴について、菊池H(1981)は、「この説は従来の人生段階説 と家族周
期論を結合 したものと考えることもできるが、近年よく問題 となっている生涯発達心理学 と共通
し、しかもそれに先行するとい う独 自性をもつものである」と評価 し、しかも「職業的発達にと
どまらず生涯にわたる発達とか生き方が今後重要な指導内容になっていくことを考えれば、その





























































































































専門科 目に位置付けて実施 している。企業等での実習を短期集中型で行った り、毎週 1回数か月








ての評価の在 り方が課題である。また、事業所等 との緊密な連携を図 り実習内容の充実を図つて
いくことが求められる。又、デュアルシステムは、インターンシップに比べ実習期間が長 く、実
習課題の準備や安全面での配慮 も必要であることから、受入事業所等に負担をかけている。相互
に就業体験の意義を理解 し、協力体制を整えて、学校 と事業所双方のメリットを確認 し合 う過程
で十分な共通理解を図ることが求められる。
更に、デュアルシステムは、長期間の企業実習により、生徒が地域の産業を理解 し、地域に貢













④ 職業人としての自覚 と誇 りにつなげる取組
ア 現状
耐震強度偽装事件や食品偽装事件等、職業に対する使命感や倫理観、規範意識が問われる事件
が頻繁に起こっている。これ らの問題に関しては、体系的な指導 とい うよりも、学級担任や教科
担任が社会の現状、生徒の実態等を踏まえ、ホームルームや授業等で取 り上げ、意識付けを図っ
ている。なお、2008(平成20)年1月17日の中央教育審議会の答申では、専門教育に関する改善



















等の関係者 と円滑な関係を築 くことや、生徒に対 してのガイダンス能力を身につけるなど、自ら



























専門高校における実験 0実習や レポー トでの分析、記録、説明、要約などは、生徒の言語能力
を高める場 としても有効である。 この観点からも、生徒の興味や関心に応 じた専門分野に関する













事後指導 として、将来職業人として社会的責任を担 うとい う意識を高めさせることが必要であ
ることから、体験中のことを振 り返 り、成果や課題を明らかにして、報告書の作成や意見発表会
につなげる工夫をすることもZ、要である。










































鑽に励み、指導力を高めることが重要である。 また、社会との交流を促進 して視野を拡大 し、発
想の転換を図 り、資質向 1■に努めることも望まれる。
② 職業人講話・技術講習会の充実、職業倫理の理解

























適所の配置転換を行 う企業等もある。時には厳 しい状況も乗 り越えていくことが求められる。 口
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的な活用 とともに、大学や産業界、地域等と連携 しながら、教員の資質向上に努めて欲 しい。
⑤ 大学等への進学意識の高揚
専門高校を卒業 して、大学や専門学校等の上級学校へ進学する生徒が増加する傾向にある。大
学全人時代 といわれる現在、職業選択を先送 りするモラ トリアムによる進学ではなく、常に自ら




専門高校には進学とい う道が開かれているとい うことを、十分に生徒や社会ヘアピール して欲 し
い。また、大学等への進学者には、専門的な知識・技術を身につけて進学するとい う専門高校の




























































































・熊本農業高校 (農業土木科)、 水俣工業高校 (電気科)、 松島商業高校 (商業科、情報処理科)、 阿蘇情縁高校







① 教育的愛情と人権感覚  ② 使命感 と向上ノと｀  ③ 組織の 員´ としての自党
2 教職員 としての専門性
① 児童生徒理解 と豊かな心の育成  ② 学習の実践的指導力
③ 保護者・地域住民との連携
21.社会人として知っておいて欲 しい心構えや、仕事の基礎的、基本的な知識などを簡潔にまとめた 「新 しく社会
人となるあなたのために:働く若者のハン ドブック (熊本県、財団法人熊本県雇用環境整備協会)」 が、就職を
希望する高校 3年生に配布されている。
22.熊本県教育委員会高校教育課所管の研修
・短期の研修 先端企業実習 (1週間)   新産業技術等指導者養成講習 (1週間程度 )
産業教育実習助手講習 (2週間程度 )
。長期の研修 産業教育国内留学 (半年又は1年) 長期社会体験研修 (1年)
大学院派遣 (2年間)
